
 

 
 

 

 

 

 

 

 １  次の計算をしましょう。 

 ① ５００ － （１３０ － ３０） ＝   ② ２５０ ＋ （１５０ － ９０） ＝ 

 

 

 

 

 

 ③ １００ － （１２ × ３） ＝   ④ ５５ ＋ ２２ × ３ ＝ 

 

 

 

 

 

 ⑤ ２５０ ＋ （６ × １２） ＝   ⑥ ４００ ＋ ４００ ÷ ２５ ＝ 

 

 

 

 

 

 ⑦ １０ × （1 + 3） ＝   ⑧ １１ ×  ２００ ÷ ５ ＝ 

 

 

 

 

 

 ⑨ ８ × ７ ＋ ６ × ２ ＝   ⑩ ８ ÷ ４ ＋ １０ ÷ ２ ＝ 

 

 

 

 

 

⑪ (６ × ３ － ３) ÷ ５ ＝    ⑫  ７ ×（８ － ６） ÷ ２ ＝ 

 

 

 

  

計算のきまり（問題１） 

問題を解
と

き始める前に『計算の順番
じゅんばん

』を確認するよ。 

① 基本
き ほ ん

は、左から順番
じゅんばん

に計算する。 

②（ ）のある式は、（ ）の中を先に計算する。 

③ × や ÷ は、＋ や － より先に計算する。 

計算の字はていねいに書こう！ 

せっかく計算したのに途中
とちゅう

の計算

で間違
ま ち が

ったら、ざんねんだよね。 

西園寺
さいおんじ

松座
ま つ ざ

衛門
え も ん

くん 



 
 
 
 

 
 

 ２  〇、△、□のどれかを入れて計算の式を完成させよう。 

 

 

 

①  （〇 × △） × □  ＝  〇 ×  （  △ ×              ） 

 

 

 

 

②  〇 × （ △ ＋ □ ） ＝               ×  △ ＋             ×  □ 

 

 

 

   

③  （ △ － □ ） × 〇 ＝  △ ×                －  □     ×        

 

 

 

 ３           の中にあてはまる数を書きましょう。 

 

 

 

 ① ２０ × ９８ ＝ ２０ × （           - ２ ） 

 

 

    ＝ ２０ ×          －  ２０ × ２  ＝  

 

 

 

 

 

 ② ２５ × ３２ ＝ ２５ × （          × ８ ） 

 

 

    ＝ （ ２５ ×        ） × ８ ＝          × ８ ＝  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

計算の順番は中学生でも、高校生で

も使うから、しっかりと覚えようね！ 

  

    

  

  

    

    

  

  


